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関係共同利用拠点」21 年 9 月より施行）、大学間連携を図る取組を一層推進する。ちなみ


























私たちは、特色 GP 助成を受けた「相互研修型 FD の組織化による教育改善」プロジェク


















とができた。現在では、センターと FD 研究検討委員会は協同して、学内の相互研修型 FD
− 5 −
の組織化を進めてきている。 













文学研究科 OD リレー講義は、文学研究科 OD による学部生向けリレー式の入門講義であ
り、同時に、各 ODに対する「教育実習」の場である。センターが推進している「相互研修


















































至るまでの国内の大学教育関係者 500 名以上が参集している。 
FD ネットワーク代表者会議の平成 21 年度の参加組織は、北海道地区 FD・SD 推進協議会、
いわて高等教育コンソーシアム、東北地域高等教育開発コンソーシアム、東日本地区大学
間 FDネットワーク・つばさ、国立教育政策研究所、大学コンソーシアム石川、福井県大学
連携プロジェクト、FD・SD コンソーシアム名古屋、全国私立大学 FD 連携フォーラム、大学
コンソーシアム京都、山陰地区 FD連絡協議会、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク







































を通じて、FD に関する広報活動を支援する。また、国内外の FD や教育改善の実態調査、資
料収集をおこない、各種フォーラムやシンポジウム等で成果を公開し利用者と広く情報を
共有する。 















































形成」プロジェクトの 2 年目を迎え、さらに 5 年プロジェクトである教育関係共同利用拠
点「相互研修型ＦＤ共同利用拠点」の 2 年目（予算措置による実質的な開始年度）を迎え
る。特別経費は残り 2 年であり、私たちは、拠点認定に伴う新規プロジェクトを含めたプ
ロジェクトの全体の組織化と日常化をより一層推し進めるとともに、大規模な拠点業務を
着実に継続させる方途を何とか求めなければならない。難しい業務展開に直面する年にな
るものと見込まれる。 
 
（田中毎実） 
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